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安保法制を廃止し憲法を生かす政治に変えよう
軍事よリコロナ対策いのち 0暮らしを守れ !

生かそう憲法 守ろう9条

11)3憲法集会開催～

Ｈ
月
３
日
で
日
本
国
憲
法
公
布
か
ら
７５
年
と
な
り
ま
し

た
。

「
憲
法
９
条
京
都
の
会
」
と

「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
ｌ

全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン

・
京
都
」
の
主
催
で
、

「
生
か
そ

う
憲
法
、
守
ろ
う
９
条
、
Ｈ

・
３
憲
法
集
会
ｉ

ｎ
京
都
」

が
、
円
山
音
楽
堂
で
開
催
さ
れ
、
■
３
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

１０
月
３１
日
の
総
選
挙
の
結
果
、
自
民
、
公
明
、
維
新
な

ど
の
改
憲
勢
力
が
発
議
に
必
要
な

「
３
分
の
２
」
を
上
回

る
議
席
を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
岸
田
首
相
は
、

「
任
期
中
の
改
憲
」
を
繰
り
返
し
、
政
調
会
長
に
改
憲
強

硬
派
の
高
市
早
苗
氏
を
抜
擢
し
ま
し
た
。
維
新
、
国
民
は

幹
事
長
、
国
対
委
員
長
会
議
を
開
き
憲
法
審
査
会
毎
週
開

催
、
憲
法
改
正
論
議
の
促
進
を
目
指
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

憲
法
集
会
は
岡
野
八
代
同
志
社
大
学
院
教
授
が
開
会
あ

い
さ
つ
、
社
民
党
、
新
社
会
党
、
日
本
共
産
党
、
れ
い
わ

新
選
組
、
緑
の
党
の
各
代
表
が
あ
い
さ
つ
。
立
憲
民
主
党
、

国
民
民
主
党
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
ま
し
た
。

講
演
は
、

「
憲
法
を
生
か
す
日
本
を
つ
く
る
～
市
民
が

社
会
を
変
え
る
に
は
～
」
と
題
し
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で

９
条
の
会
の
世
話
人
伊
藤
千
尋
さ
ん
で
す
。

報
告
は
、

「
総
選
挙
後
の
改
憲
を
め
ぐ
る
情
勢
」
と
題

し
、
弁
護
士
で
９
条
京
都
の
会
事
務
局
の
岩
佐
英
夫
さ
ん

が
行
い
ま
し
た
。

全
員
で
集
会
ア
ピ
ー
ル
を
採
決
し
、
京
都
市
役
所
ま
で

憲
法
ウ
オ
ー
ク
を
行
い
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
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円
山
音
楽
堂
で
の
憲
法
集
会
に
は
、

治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
要
求

同
盟
京
都
府
本
部
か
ら
も
原
田

完

会
長
を
は
じ
め
多
数
参
加
し
ま
し
た
。

集
会
開
会
の
■
時
間
前
に
集
合
、

横
断
幕
や
立
て
着
板
を
貼
り
付
け
、

全
員
で

「生
か
そ
う
憲
法
」

「守
ろ

う
９
条
」
と
訴
え
、
国
家
賠
償
法
の

制
定
を
求
め
る
請
願
署
名
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

（写
真
左
上
）

ま
た
京
都
市
役
所
ま
で
の
憲
法
ウ

オ
ー
ク
に
も
参
加
、
元
気
に
訴
え
ま

し
た
。

（写
真
左
下
）

国
賠
同
盟
が
要
求
し
て
い
る
請
願

の
項
目
は
次
の
３
項
目
で
す
。
署
名

は
、
毎
年
国
会
へ
届
け
て
い
ま
す

（請
願
の
項
目
）

１
，

「国
は
、
治
安
維
持
法
が
人
道

に
反
す
る
悪
法
で
あ
っ
た
こ
と
を
認

め
る
こ
と
」

２
，

「国
は
、
治
安
維
持
法
犠
牲
者

に
謝
罪
し
、
賠
償
を
行
う
こ
と
」

３
，

「国
は
、
治
安
維
持
法
に
よ
る

犠
牲
の
実
態
を
調
査
し
、
そ
の
内
容

を
公
表
す
る
こ
と
」

・||:珈

（ご
案
内
）

三
度

と
悲
惨
な
戦
争
を
繰
り
返
さ
せ

な

い
た
め
に

「
２
０
２
１
年

京
都
不
戦
の
つ
ど
い
」

●
日
時
１２
月
Ｈ
日

（土
）
午
後
２
時
～
４
時

●
会
場
　
京
都
ア
ス

ニ
ー
第
２
研
修
室

●
記
念
講
演

ア
ジ
ア

・
太
平
洋
戦
争
開
戦
８
０
周
年

「な

ぜ
日
本
は
侵
略
戦
争
を
続
け
た

の
か
」

講
師
　
原

田
敬

一
さ

ん
仏
教
大
学
名
誉

教
授

ｏ
日
本
近
現
代
史

●
特
別
報
告

「
ヤ
マ
ト
ン
チ

ユ
と
し
て
沖
縄

に
向
き
合
う
―
遺
骨
土
砂
問
題
に
取
り
組
ん

で
」
　

西
尾
慧
吾
さ
ん

●
主
催
　
２
０
２
１
年
不
戦
の
つ
ど
い

実
行
委
員
会

Ｌ
■
７

■

錯
尉
〕
　

ヽ

釧
磁
争
鸞
碑

蟻
ム

ヽ
餞
Ｈ
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憲
法
集
会

ア
ピ
ー

ル

２
０
２
１
年
Ｈ
月
３
日

参
加
者

一
同

１０
月
３１
日
の
衆
議
院
選
挙
を
終
え
、

当
選
者
の
７７
％
が
改
憲
に

「賛
成
」

だ
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

岸
田
氏
は
、

「総
裁
任
期
中
に
改
憲

の
実
現
を
め
ざ
す
」
と
明
言
し
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
、
明
文
改
憲
と
安

倍

・
菅
政
権
下
で
す
す
め
ら
れ
て
き

た
実
質
改
憲
の
動
き
を

一
体
に
し
て
、

た
た
か
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
こ
の
た
た
か
い
は
、
憲
法
９
条
の

価
値
を
輝
か
せ
る
と
と
も
に
、
必
ず

や
、
憲
法
を
生
か
す
ま
と
も
な
政
治

を
拓
く
も
の
と
な
る
は
ず
で
す
。

安
倍
政
権
は
、
従
来
の
政
府
の
９

条
解
釈
を

一
方
的
に
改
め
、
安
保
関

連
法
を
強
行
し
ま
し
た
。
菅
政
権
も

敵
基
地
攻
撃
能
力
や
空
母
の
保
有
を

進
め
、
ア
メ
リ
カ

ｏ
バ
イ
デ
ン
大
統

領
に
日
本
の
軍
事
拡
大
を
約
束
し
ま

し
た
。
岸
田
政
権
も
こ
の
延
長
線
上

に
あ
り
ま
す
。
来
年
度
の
防
衛
予
算

は
今
年
度
を
は
る
か
に
上
回
る
５
兆

４
７
９
７
億
円
が
計
上
さ
れ
、
自
民

党
は

「Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
以
上
の
防
衛

費
」
と
い
う
凄
ま
じ
い
軍
拡
を
求
め

て
い
ま
す
。
こ
の
と
こ
ろ
相
次
い
で

な
さ
れ
て
い
る
北
朝
鮮
に
よ
る
ミ
サ

イ
ル
実
験
や
、
日
米
英
等
に
よ
る
軍

事
共
同
演
習
、
中
国
機
に
よ
る
台
湾

の
防
空
識
別
圏
へ
の
侵
入
や
中
露
に

よ
る
軍
事
共
同
演
習
な
ど
、
東
ア
ジ

ア
で
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
る
の
は
確

か
で
す
。
し
か
し
、
憲
法
９
条
を
持

つ
日
本
の
役
割
は
、
そ
れ
を
軍
事
的

な
紛
争
に
し
な
い
、
国
際
法
に
基
づ

き
外
交
に
よ
っ
て
解
決
を
促
す
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ア
メ
リ
カ

と

一
緒
に
な
っ
て
中
国
を
軍
事
的
に

封
じ
込
め
、
緊
張
を
高
め
る
な
ど
絶

対
に
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
も
そ

も
コ
ロ
ナ

・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
や
気
候

変
動
と
い
っ
た
人
類
史
的
危
機
に
直

面
し
て
い
る
い
ま
、
軍
事
に
力
を
入

れ
る
の
は
愚
の
骨
頂
で
す
、

安
倍
・
菅
政
権
は
、
憲
法
や
法
律
・

手
続
き
を
軽
視
し
、
宮
僚
や
専
門
家

を
政
権
運
営
の
た
め
に
利
用
し
て
き

ま
し
た
。
憲
法
５３
条
に
反
し
て
臨
時

国
会
を
召
集
し
な
い
、
政
権
に
不
都

合
な
学
者
は
日
本
学
術
会
議
会
員
に

任
命
し
な
い
、
官
僚
に
は

「付
度
」

を
強
い
る
、
と
い
っ
た
具
合
で
し
た
。

そ
の
結
果
、
科
学
的
裏
付
け
も
適
切

な
説
明
も
な
い
、
チ
グ
ハ
グ
な
コ
ロ

ナ
対
策
が
感
染
状
況
を
悪
化
さ
せ
、

人
々
の
い
の
ち
や
暮
ら
し
、
生
業
や

学
び
を
深
刻
な
状
況
に
陥
れ
ま
し
た
。

折
し
も
こ
こ
３ｏ
年
、
自
民
党
政
権
に

よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
富
裕
層
を
優
遇

し
、
貧
困
層
に
自
己
責
任
を
強
い
る

新
自
由
主
義
改
革
と
相
ま
っ
て
、
生

き
て
い
く
こ
と
す
ら
困
難
な
人
た
ち

を
た
く
さ
ん
生
ん
だ
の
で
す
。

衆
議
院
選
挙
を
終
え
た
い
ま
、
私

た
ち
は
改
め
て
憲
法
を
守
り
生
か
す

運
動
を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
第

一
に
憲
法
９
条
の

明
文
改
憲
を
許
さ
ず
、
９
条
に
反
す

る
動
き
を
く
い
止
め
る
だ
け
で
な
く
、

９
条
の
理
念
を
具
体
化
し
て
い
く
こ

と
で
す
。
安
保
関
連
法
を
廃
止
じ
ア

メ
リ
カ
と
の
軍
事
的

一
体
化
路
線
と

決
別
し
て
、
東
ア
ジ
ア
で
の
平
和
の

枠
組
み
づ
く
り
に
取
り
か
か
る
こ
と

で
す
。
政
治
に
働
き
か
け
る
と
と
も

に
、
私
た
ち
自
身
も
知
恵
を
出
し
合

い
ま
し
ょ
う
。
核
兵
器
禁
止
条
約
を

批
准
す
べ
き
で
す
し
、
辺
野
古
の
新

基
地
建
設
を
撤
回
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

第
二
に
憲
法
１３
条
の

「個
人
の
尊
重
」

に
基
づ
い
た
取
り
組
み
を
地
域
や
職

場
、
学
校
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
で
実
現

し
、
多
様
性
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を

認
め
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
て

い
け
る
社
会
を
目
指
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
新
自
由
主
義
路
線
と
も

決
別
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
日
、
私
た
ち
は
こ
こ
円
山
で
憲

法
集
会
を
開
催
し
、
改
め
て

「日
本

国
憲
法
を
守
り
生
か
そ
う
」
と
い
う
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意
思
を
固
め
ま
し
た
ｃ
い
の
ち
と
暮

ら
し
、
平
和
を
守
る
に
は
こ
の
道
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
と
も
に
歩
み
ま
し
ょ

う
。

京
大
学
連
事
件
と

「青

春
の
墓
標
」

―
熊
谷
孝
雄
の
場
合
―

佐
藤
　
和
夫

１
，
は
じ
め
に

１
９
２
５
年
１２
月
１
日
、
京
大
学

生
寮
に
川
端
署
の
警
官
が
大
学
の
了

解
な
し
に
ガ
サ
入
れ
を
し
た
。
治
安

維
持
法
適
用
第

一
号
事
件
と
な
る
京

大
学
連
事
件
の
第
１
次
検
挙
者
は
３３

人

（
３６
人
説
も
あ
り
）
だ
っ
た
。
京

大
か
ら
は
石
田
英

一
郎
、
栗
原
佑
、

池
田
隆
、
飯
田
三
英
、
柴
田
平
治
、

小
島
貴
、
岡
本
忠
文
ほ
か
１７
人

・
同

大
か
ら
８
人
な
ど
だ
っ
た
。
押
収
さ

れ
た
リ
ヤ
カ
１
２
台
分
の
証
拠
物
件

の
ほ
と
ん
ど
が
市
販
さ
れ
て
い
る
外

国
語
１５
文
献
な
ど
だ
。
大
学
へ
の
通

知
も
本
人
の
立
ち
合
い
な
し
に
証
拠

物
件
の
押
収
は
不
法
不
当
な
も
の
で

あ
り
、
大
学
当
局
や
法
学
部
教
授
会

な
ど
も

「大
学
の
自
治
や
研
究
の
自

由
」
を
犯
す
も
の
と
し
て
抗
議
声
明

を
出
し
た
ほ
ど
だ
っ
た
。

不
在
だ
っ
た
学
生
寮
の
部
屋
の
主

は
、
１
９
２
４
年
４
月
に
資
本
論
研

究
の
第

一
人
者
河
上
肇
教
授
を
し
た

い
入
学
し
た
熊
谷
孝
雄

（
一
高

ｏ
経

２
）
と
い
・２
矢
蒻
堂
彙

会
員
だ
っ

た
。
第
１
次
検
挙
者
は
、
翌
日
又
は

遅
く
と
も
１
週
間
以
内
に
釈
放
さ
れ

た
。
し
か
し
、
久
保
田
俊
特
高
課
長

は
第
二
次
共
産
党
事
件
に
仕
立
て
上

げ
る
つ
も
り
だ
っ
た
。
病
臥
中
の
岡

本
忠
文

（一尽
人
医
三
）
を
検
挙
し
、

留
置
所
内
で
喀
血
卒
倒
さ
せ
再
起
不

能
に
し
、
柴
田
平
治

（京
大
経
二
）

は
全
治
三
か
月
の
拷
間
を
す
る
な
ど

峻
烈
で
あ
っ
た
。

２
、
学
生
社
会
科
学
研
究
会
運
動
の

二
つ
の
柱

京
都
学
連
事
件
に
至
る
政
治
的
背

景
は
、
１
９
２
３

（Ｔ
ｌ２
）
年
５
月

の
陸
軍
次
官
や
第

一
師
団
長
の
列
席

で
発
足
式
を
や
ろ
う
と
し
た

「早
大

軍
事
研
究
団
事
件
」
と
１
９
２
５
年

の
中
等
学
校
以
上
に
現
役
将
校
を
配

属
す
る
軍
事
教
育
の
義
務
化
だ
っ
た
。

同
年
７
月
１６
日
に
京
大
で
第
２
回

「学
生
社
会
科
学
連
合
会
」
が
、
久

保
田
俊
特
高
課
長
の
臨
監
と
学
校
当

局
の
監
視
の
下
で
、
開
催
さ
れ
た
。

議
案
の
う
ち
、

「高
等
学
校
社
会
科

学
研
究
会
解
散
指
示
に
対
し
抗
議
す

る
件
」
と

「軍
事
教
育
に
関
す
０
ア
ー

ゼ
の
件
」
に
つ
い
て
は
、
京
大
の
学

生
監
の
命
令
で
議
題
か
ら
外
さ
れ
た

も
の
の

「研
究
活
動
の

一
般
目
標
と

し
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
社
会
科
学
の

研
究
並
び
に
研
究

ｏ
社
会
科
学
研
究

会
の
存
立
の
主
張
」
が
掲
げ
ら
れ
た
。

同
年
１０
月
、
配
属
将
校
が

「関
東

大
地
震
」
時
の
朝
鮮
人
や
無
政
府
主

義
者
の
暴
動
を
想
定
し
た
軍
事
教

練
に
反
対
し
た

「小
樽
高
商
事
件
」

が
発
生
し
た
ｃ
学
生
運
動
の
闘
争
課

題
に
軍
事
教
育
反
対
運
動
が
上
っ

て
き
た
。

Ｈ
月
１５
日
同
大
構
内
の
掲
示
板
に

販
売
発
布
停
止
処
分
に
な
っ
て
い
た

朝
鮮
自
由
労
働
団
体
な
ど
の

『狼
煙

ハ
ア
ガ
ル
兄
弟
ヨ
此
戦
に
参
加
セ
ヨ
」

と
い
う
軍
事
教
育
反
対
運
動
の
ビ
ラ

が
貼
っ
て
あ
る
の
を
特
高
が
み
つ
け

た
。
ビ
ラ
を
は
っ
た
同
大
社
研
の
大

浦
梅
夫

（同
志
社
高
商
３
年
）
を
取

調
べ
、
家
宅
捜
査
で

「プ
ロ
レ
ッ
ト

カ
ル
ト

（論
理
性
・
無
産
者
教
（覇
幡
任
）

運
動
に
関
す
る
テ
ー
ゼ

（綱
領
）
」

な
ど
の
印
刷
物
を
発
見
し
た
。
学
生

運
動
が
無
産
階
級
運
動
の

一
環
で
あ

り
、
無
産
者
教
育
運
動
は
マ
ル
ク
ス
・

レ
ー
ニ
ン
主
義
に
よ
る
無
産
階
級
の

歴
史
的
任
務
を
自
覚
さ
せ
る
と
い
う

も
の
だ
っ
た
。

か
く
て
、
警
察
は

「第
二
次
共
産

党
」
事
件
の
見
込
み
で
１２
月
１
日
払

暁

一
斉
検
挙
に
な
っ
た
の
だ
。

（次
号
へ
続
く
）


